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人のつながりの大切さ
秋田県・北秋田市立鷹巣小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほんじょうや),本城谷)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みやび),雅)
　テレビでは、ほぼ毎日のように悲しいニュースが流れています。特に私が悲しくなるのは、家族や親子間のトラブルです。例えば、「言うことを聞かないから。」「泣き止まないから。」という理由で、小さい子供に暴力をふるったり、親に対する憎しみや怒りが引き金となって、親を殺してしまったりしたニュースです。私は、このようなニュースを見ると、心が痛くなります。私も、妹や父母とけんかや言い合いをすると、嫌な気持ちになったり、一緒にいたくないと思ったりします。しかし、「殺したい。」とは、もちろん思いません。なぜなら、けんかをしても心のどこかで、ずっと一緒にいたいと思うからです。家族同士で傷つけ合うのが、どうしても分からないのです。トラブルが起こってしまった家族も、はじめから関係性が悪かったわけではないと思います。親が子どもの相談にのってくれなかったり、ほめてくれなかったりすると、子どもは不安になり、感情を解放できなくなるということを聞いたことがあります。その結果、自分に自信がもてなくなり、人を傷つけてしまうことにつながるのではないかと思います。
　では、感情や思いをため込まず、犯罪や非行に走らないようにするには、どうしたらよいのでしょうか。私は、大切なことが二つあると考えています。

　一つ目は、家族との団らんです。家族との団らんがあれば、家族みんなの感情や思いを話せます。私自身も、部活などがない日は、一緒にご飯を食べたり、学校であったことなどを話したりするようにしています。しっかりとした団らんの時間を作らなくても、テレビを観ながらでも話すことはできます。まず、家族と話すことを大事にすれば、思いをため込まずに少しでも周りに話せるようになると思います。
　二つ目は、あいさつです。あいさつは、友達や家族、地域の人たちとつながるためのツールです。日常生活で欠かせないものであり、あいさつをすると、その日一日を気持ちよく過ごすことができます。私たちの地域では、登下校時に見守りをしてくれる方がいます。私たちが、「おはようございます。」「さようなら。」とあいさつをすると、「おかえり。」「がんばってね。」などの声をかけてくれます。あいさつを返してもらうと、嬉しいと同時に次も元気にあいさつをしようと思います。また、見守りの方たちも笑顔になってくれるので、さらに嬉しくなります。あいさつは、した方もされた方も笑顔になる魔法の言葉です。
　一人で悩み、思いをため込むことが、犯罪のきっかけの一つだと思います。悩んでいる一人の声を、みんなで聞いてあげること、みんなのために自分の役割を一生懸命果たすことが、大事だと思います。

「一人はみんなのために。みんなは一人のために。」
一人一人を大切に思う心が、孤立を防ぎ、犯罪をなくすことになると思います。大切な人のため、自分の未来を守るため、明るい社会にするために、一人一人が考え、行動することを心がけたいと思います。人とのつながりを大切にして。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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